
みんなの心をひとつに　響け歌声

　　　　　　　　　　　　　　　町民文化祭（児童生徒文化発表会）より

１２月１６日 （月） １８時から改善センター多目的ホールで 「防災講演会」 が開催されます
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町

表

彰

式

多

大

な

功

績

を

た

た

え

て

　

令
和
元
年
度
町
表
彰
式
が
１１
月
３
日
文

化
の
日
に
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ
、
町
の
振

興
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ま
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
多
年
に
わ
た
る
地
方
自

治
の
振
興
、
公
益
の
た
め
の
寄
付
な
ど
受

賞
者
の
方
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
小
松

田
町
長
か
ら
表
彰
状
や
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

祝
辞
で
は
、
石
神
町
議
会
議
長
が
受
賞

者
の
功
績
を
ね
ぎ
ら
っ
た
後
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
木
佐
剛
三
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

【
自
治
功
労
】

　

木　

佐　

剛　

三　

様

　

平
成
２３
年
９
月
町
長
に
就
任
以
来
、
令
和

元
年
９
月
ま
で
２
期
８
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
自
治
の
振
興
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
域
振
興
基
金
指
定
寄
付
１
０
０
万
円

【
善
行
表
彰
】

　

谷　

口　

博　

生　

様

　

地
域
振
興
基
金
指
定
寄
付
３
０
０
万
円

【
勤
続
表
彰
】

　

荒　

井　

政　

幸　

様

　

平
成
２３
年
１０
月
か
ら
令
和
元
年
１０
月
ま

で
副
町
長
と
し
て
８
年
の
永
き
に
わ
た
り

勤
続
さ
れ
ま
し
た
。

【
感 

謝 

状
】

　

福　

瀬　

餓　

鬼　

様

　

書
９
点
を
寄
付

【
感 

謝 

状
】

　

佐
々
木　
　
　

州　

様

　

平
成
３０
年
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
１
，
３
５
０

株

及

び

サ

ル

ビ

ア

な

ど

の

花

苗

４
，

７
０
０
株
、
令
和
元
年
に
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー

１
，
２
７
７
株
及
び
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
花

苗
２
，
５
０
０
株 

合
計
１
，
８
０
４
，

３
０
０
円
相
当
を
寄
付 

 

　　

※
平
成
２９
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
多

額
の
寄
付
に
よ
り
感
謝
状
を
お
受
け
取
り

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
感 

謝 

状
】　

　

佐　

伯　

弘　

子　

様

　

地
域
振
興
基
金
指
定
寄
付
１
５
０
万
円

　

※
平
成
２９
年
度
及
び
平
成
３０
年
度
に
お

き
ま
し
て
も
、
多
額
の
寄
付
に
よ
り
感
謝

状
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
感 

謝 

状
】

　

玉　

井　

 

一　

康　

様

　

地
域
振
興
基
金
指
定
寄
付
１
０
０
万
円

　

※
平
成
２９
年
度
及
び
平
成
３０
年
度
に
お

き
ま
し
て
も
、
多
額
の
寄
付
に
よ
り
感
謝

状
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
感 

謝 

状
】

　

木　

曽　

量　

之　

様

　

地
域
振
興
基
金
指
定
寄
付
１
１
４
万
円

【
感 

謝 

状
】　
　

　

富
桑
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

　

福　

井　

敏　

満　

様

　

地
域
振
興
基
金
指
定
寄
付
１
０
０
万
円

　

※
平
成
１４
年
度
、
平
成
２６
年
度
、
平
成

２９
年
度
及
び
平
成
３０
年
度
に
お
き
ま
し
て

も
、
多
額
の
寄
付
に
よ
り
感
謝
状
を
お
受

け
取
り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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町
民
の
文
化
活
動
や
学
習
活
動
の
成
果
を
発

表
で
き
る
場
と
町
民
同
士
が
広
く
交
歓
す
る
こ

と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
、
さ
ら
な
る
学
習

意
欲
の
向
上
と
文
化
芸
術
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

文
化
的
で
豊
か
な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
今
年
も
町
民
文
化
祭
実
行
委

員
会
（
北
嶋
𠮷
幸
実
行
委
員
長
）
主
管
に
よ
る

町
民
文
化
祭
が
１１
月
１
日
か
ら
３
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
か
ま
ー
る
・

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
中
、
作
品
展
示
や
ス
テ
ー

ジ
発
表
を
と
お
し
て
日
頃
の
活
動
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

◇
児
童
生
徒
文
化
発
表
会

　

町
内
の
全
児
童
生
徒
が
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
集
ま
り
、
会
場
に
は
多
く
の

保
護
者
や
町
民
が
来
場
し
ま
し
た
。
日
頃
の
学

習
成
果
を
合
唱
や
器
楽
演
奏
で
披
露
す
る
児
童

生
徒
に
、
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
全
員
で
「
音
楽
の
お
く
り
も
の
」
を

合
唱
し
、
ア
リ
ー
ナ
は
大
き
な
歌
声
に
つ
つ
ま

れ
ま
し
た
。

◇
作
品
展
示

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
か
ま
ー
る
で
は
、
公
民

館
な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
１５
団
体
・
個

人
１１
人
か
ら
出
展
さ
れ
た
菊
や
書
道
、
絵
、
陶
芸
、

短
歌
な
ど
の
見
事
な
作
品
や
、
児
童
生
徒
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
す
ば
ら
し
い
力
作

を
前
に
足
を
止
め
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◇
芸
能
発
表

　

各
団
体
・
サ
ー
ク
ル
が
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
日
頃
の
練
習
成
果
を
発

表
し
、
来
場
者
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
も
町
内
各
学
校
の
先
生
に
よ
る
合
唱
団

も
参
加
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
文
化
協
会
表
彰
式
で
は
文
化
の
向
上
発
展

に
寄
与
し
た
７
人
と
３
団
体
に
文
化
功
労
・
奨

励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◇
事
業
部
門

　

食
生
活
改
善
協
議
会
の
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
囲
碁
、
お
茶
の
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
な
か
ま
ー
る
で
開
催
さ
れ
、

出
展
者
と
交
流
し
な
が
ら
多
く
の
町
民
が
秋
の

味
覚
や
文
化
活
動
に
触
れ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

町民
文化祭

　　　　　　　　　　　

芸術・文化の秋
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まちのわだい topics

11/9

　総合スポーツセンターで「第３回 JAL 折り紙ヒコーキ全国大

会きた北海道予選会」が開催され、町内外から９９人が滞空時間

を競う競技に挑戦しました。子どもから大人まで微調整をしなが

ら集中して紙ヒコーキを飛ばし、好記録が出るたびに会場は大い

に盛り上がりました。惜しくも昨年に続いて町内選手の優勝とは

なりませんでしたが、本町予選を勝ち抜いた選手の全国大会での

活躍を期待します。

 第３回 JAL 折り紙ヒコーキ全国大会きた北海道予選会

好記録を目指して滞空時間を競う

大雨によるベベルイ川の氾濫を想定して行われた防災避難訓練に、旭中地区住民１２０人、陸上自衛

隊上富良野駐屯地第３地対艦ミサイル連隊、富良野警察署、富良野広域連合上富良野消防署中富良野支署、

中富良野消防団の関係機関等合わせて２０８人が参加しました。災害対策本部から防災行政無線や広報車

で避難が指示され、地域住民が旭中小学校に避難しました。また、逃げ遅れ者の搬送や避難した住民に消

防中富良野支署による AED 取扱訓練、煙体験を行った他、ミサイル連隊の支援による非常食の試食や、

小学生対象に「防災かるた」を用いて防災知識を学びました。

町では、防災意識向上のため自主防災組織の活動支援や、防災講演会等を行っています。災害発生時

は地域や近隣の住民が互いに助け合う「共助」が非常に大切です。今後も防災意識向上のため地域で実施

する防災訓練等の積極的な参加をお願いします。

10/29

　旭中地区防災訓練

日頃からの防災意識を

団体の部　　

金賞　中富良野小学校

個人の部（花壇部門）　

金賞　黒田　惠美子さん

個人の部
（プランター・ガーデニング部門）　
金賞　仲条　礼子さん

令和元年度　花壇コンクール

　今年度の花壇コンクールは全 29 点の応募があり、

部門ごとに審査委員会で各賞を決定し、町民文化祭

会場で表彰式が執り行われました。

　来年も、自薦・他薦の方法により町民から作品を

募集し、花をまちづくりのシンボルとして活力と安

らぎのある住みよいまちづくりを目指し、花いっぱ

い運動「花壇コンクール」を予定していますので、

皆様のご参加、ご協力をお願いします。

◎各賞受賞者

・団体の部

銀賞　　宇文１老人会

銅賞　　西中小学校　５・６年学級

・個人の部（花壇部門）

銀賞　　林　モトエさん

銅賞　　岩本　修次さん

・個人の部（プランター・ガーデニング部門）

銀賞　　小松田　良子さん

銅賞　　中井　敬孔さん
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銀
嶺
大
学
修
学
旅
行
記

　
　
　
　
　
　
　

～
四
国
を
巡
り
て
～

  　
　
　
　
　
　
　

銀
嶺
大
学
自
治
会
長 

河
合
辰
彦

　
　

　
　
　
　

　
　

　

出
発
の
朝
、行
き
先
愛
媛
県
の
天
候
「
晴

れ
、
最
高
気
温
22
℃
、
微
風
、
降
水
確
率

０
％
。
北
海
道
・
東
北
の
曇
り
を
除
き
日

本
列
島
は
晴
れ
」
の
予
報
を
見
て
自
宅
を

出
た
。
総
員
19
人
、
な
か
ま
ー
る
に
６
時

５０
分
頃
全
員
が
揃
い
、
鈴
木
晶
学
長
（
教

育
長
）
の
見
送
り
を
い
た
だ
き
、
一
同
は

お
心
遣
い
に
感
謝
し
つ
つ
旭
川
空
港
へ
。

　

松
山
空
港
ま
で
約
６
時
間
半
。
１３
時
３５

分
予
定
ど
お
り
到
着
。
松
山
市
を
遊
覧
し
、

勝
山
山
頂
に
あ
る
松
山
城
へ
。
天
守
閣
に

立
ち
瀬
戸
内
海
、
街
並
み
を
展
望
し
、
旅

心
が
弾
み
ま
し
た
。
最
初
の
宿
泊
は
道
後

温
泉
。
３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本
最

古
の
名
湯
の
町
。
重
要
文
化
財
を
見
学
。

 

「
ホ
テ
ル
椿
館
」
に
宿
泊
。
そ
の
名
湯
の

源
泉
で
旅
の
汗
を
流
し
、
心
地
よ
く
眠
り

に
つ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
、
正
岡
子
規
堂
～
今
治
タ
オ
ル

美
術
館
（
工
場
）
～
別
子
銅
山
。
愛
媛
県

の
険
し
い
山
麓
部
で
１
６
９
０
年
に
発
見

さ
れ
２
８
２
年
間
銅
を
産
出
。
日
本
の
経

済
を
支
え
、
産
業
の
近
代
化
へ
導
き
寄

与
し
た
遺
跡
。
高
知
県
に
入
り
「
は
り
ま

や
橋
」
。
市
中
心
部
に
あ
り
、
朱
色
の
欄

干
で
石
造
り
の
復
元
し
た
橋
。
「
僧
が
恋

人
で
あ
る
娘
、
お
馬
の
た
め
に
髪
飾
り
を

買
っ
た
」
と
い
う
悲
恋
物
語
の
舞
台
を
後

に
、
２
泊
目
「
土
佐
御
苑
」
へ
。
宴
会
で

本
場
の
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
、

飛
び
入
り
で
踊
る
な
ど
楽
し
み
、
旅
の
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

  

３
日
目
、
高
知
県
を
代
表
す
る
景
勝
地

「
桂
浜
」
。
「
月
の
名
所
は
桂
浜
」
と
唄
わ

れ
る
青
松
林
に
坂
本
龍
馬
の
銅
像
が
あ

り
、
太
平
洋
を
望
む
浜
辺
で
五
色
の
砂
に

触
れ
て
感
動
。
日
本
で
代
表
的
な
鍾
乳
洞

で
あ
る
「
龍り

ゅ
う
が
ど
う

河
洞
」
を
散
策
、
「
大
歩
危

（
徳
島
県
）
」
へ
。
吉
野
川
、
約
２
億
年
強

の
年
月
を
か
け
結

け
っ
し
ょ
う
へ
ん
が
ん

晶
片
岩
が
水

す
い
し
ょ
く

蝕
、
Ｖ
字

の
渓
谷
、
彫
刻
の
よ
う
な
景
観
、
エ
メ
ラ

ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
輝
く
清
流
を
船
で
川
下

り
を
堪
能
。
「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
蔓
で

編
ん
だ
高
さ
14
ｍ
の
吊
り
橋
、
隙
間
が
あ

り
歩
く
と
ぎ
し
ぎ
し
ゆ
ら
ゆ
ら
。
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
ス
リ
ル
を
満
喫
。
平
家

の
落
人
が
追
手
か
ら
逃
れ
る
た
め
切
り
落

と
せ
る
よ
う
に
作
っ
た
と
の
伝
説
。
無
事

に
渡
り
、
「
琴
平
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
桜
の

抄
」
へ
。
川
下
り
、
橋
渡
り
の
ス
リ
ル
体

験
、
自
然
の
造
形
、
風
土
な
ど
話
に
花
が

咲
い
た
宴
会
で
し
た
。

　

最
終
日
、
ホ
テ
ル
か
ら
徒
歩
で
香
川
県

象ぞ
う
ず
さ
ん

頭
山
の
中
腹
に
鎮
座
す
る
「
金
刀
比
羅

御
本
宮
」
へ
。
石
段
７
８
５
段
。
松
類
、

広
葉
樹
に
囲
ま
れ
た
参
道
。
息
を
弾
ま
せ

な
が
ら
一
歩
一
歩
と
登
る
度
に
清
々
し
く

凜
々
と
し
た
神
秘
的
な
高
ま
り
を
感
じ
ま

し
た
。
登
り
切
っ
た
満
足
感
。
境
内
で
英

気
を
養
い
お
守
り
を
求
め
、
お
み
く
じ
を

引
き
参
拝
、
諸
々
の
こ
と
を
祈
願
。
高
松

市
に
所
在
す
る
「
栗
林
公
園
」、
国
の
特

別
名
所
に
指
定
さ
れ
た
回

か
い
ゆ
う
し
き
だ
い
み
ょ
う
て
い
え
ん

遊
式
大
名
庭
園

を
ゆ
っ
く
り
と
散
策
。
六
つ
の
池
、
十
三

の
築
山
、
庭
木
の
手
入
れ
が
行
き
届
い
た

美
し
い
景
観
に
魅
了
。
昼
、
「
う
ず
し
お

御
膳
」
を
摂
り
、
鳴
門
海
峡
に
架
か
る
鳴

門
大
橋
全
体
を
眺
め
、
海
と
島
々
の
美
し

い
景
色
を
後
に
徳
島
空
港
へ
。
全
員
が
乗

り
物
酔
い
も
な
く
、
２１
時
中
富
良
野
に
安

着
。

　

３
泊
４
日
の
旅
、
絆
を
深
め
風ふ

う
こ
う
め
い
び

光
明
媚

な
名
所
名
跡
、
銅
山
に
見
る
産
業
の

栄え
い
こ
せ
い
す
い

枯
盛
衰
の
歴
史
。
屈
指
の
名
湯
で
旅
の

疲
れ
を
癒
や
し
、
四
国
の
風
土
、
本
場
の

名
物
を
味
わ
う
な
ど
、
五
感
を
働
か
せ
楽

し
ん
だ
旅
の
数
々
の
思
い
出
は
尽
き
ま
せ

ん
。
全
日
晴
天
で
風
も
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も

な
く
恵
ま
れ
た
旅
で
し
た
。

　

陰
で
支
え
、
素
晴
ら
し
い
旅
を
仕
立
て

た
引
率
の
藤
木
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
添
乗
員

さ
ん
に
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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全
国
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
状
況
を
把

握
す
る
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

が
町
内
の
小
・
中
学
校
で
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
の
で
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
調
査
に
よ
り
測
定
で
き
る
の
は
、

学
力
の
特
定
の
一
部
分
で
あ
る
こ
と
、
学

校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
一
側
面
で
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
の
上
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《 

調
査
概
要 

》

１
．
調
査
の
目
的

　

義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の

維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、
全
国
的
な
児
童

生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析

し
、
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、

そ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お

け
る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充
実
や

学
習
状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
教
育

に
関
す
る
継
続
的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル

を
確
立
す
る
。

２
．
調
査
の
対
象　

　

小
学
校
第
６
学
年　

中
学
校
第
３
学
年

３
．
調
査
内
容

　

①
教
科
に
関
す
る
調
査

　

（
ア
）
小
学
校
調
査
は
、
国
語
及
び
算

数
と
し
、
中
学
校
調
査
は
、
国
語
、
数
学

及
び
英
語
と
す
る
。

　

（
イ
）
出
題
範
囲
は
、
調
査
す
る
学
年

の
前
学
年
ま
で
に
含
ま
れ
る
指
導
事
項
を

原
則
と
し
、
出
題
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
年
・
教
科
に
関
し
、
以
下
の
と
お
り
と

す
る
。

　

①
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後
の
学

年
等
の
学
習
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
内
容

や
、
実
生
活
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
り
常

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
知
識
・
技
能
等

　

②
知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の
様
々
な

場
面
に
活
用
す
る
力
や
、
様
々
な
課
題
解

決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
実
践
し
評
価
・

改
善
す
る
力
等
に
関
わ
る
内
容

　

（
ウ
）
調
査
問
題
で
は
、
上
記
①
と
②

を
一
体
的
に
問
う
こ
と
と
す
る
。
出
題
形

式
に
つ
い
て
は
、
国
語
及
び
算
数
・
数
学

に
お
い
て
は
、
記
述
式
の
問
題
を
一
定
割

合
で
導
入
す
る
。
英
語
に
お
い
て
は
、「
聞

く
こ
と
」、
「
読
む
こ
と
」、
「
話
す
こ
と
」、

「
書
く
こ
と
」
に
関
す
る
問
題
を
出
題
し
、

記
述
式
の
問
題
を
一
定
割
合
で
導
入
す
る

と
と
も
に
、
「
話
す
こ
と
」
に
関
す
る
問

題
の
解
答
は
、
原
則
と
し
て
口
述
式
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

　

②
質
問
紙
に
よ
る
調
査

・
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査　

学
習
意
欲
、

学
習
方
法
、
学
習
環
境
、
生
活
の
諸
側
面

等・
学
校
質
問
紙
調
査　

指
導
方
法
に
関
す

る
取
組
や
教
育
条
件
の
整
備
状
況
等

《 
調
査
結
果 

》

１
．
調
査
期
日 　

　

平
成
３１
年
４
月
18
日
（
木
）

２
．
調
査
の
参
加
者

　

小
学
校
第
６
学
年　

39
人　

　

中
学
校
第
３
学
年　

43
人

３
．
調
査
結
果

　

①
教
科
に
関
す
る
調
査
（
左
表
）

科　目 全国平均
全国平均に対して
中富良野町の傾向

全道平均
全道平均に対して
中富良野町の傾向

国　語　 63.8 やや下回る 63.0 やや下回る

算　数 66.6 やや上回る 64.0 上回る

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査

中 富 良 野 町 の 調 査 結 果 に つ い て

（ 平 成 ３ １ 年 度 ）

　【小学校】

　【中学校】

　①教科に関する調査（正答率 100％として）

                  ■問い合わせ　教育委員会教育課教育係　☎４４－２２０４

科　目 全国平均
全国平均に対して
中富良野町の傾向

全道平均
全道平均に対して
中富良野町の傾向

国　語　 72.8 上回る 72.0 上回る

数　学 59.8 上回る 58.0 上回る

英　語 56.0 やや下回る 54.0 同　等
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②児童生徒質問紙調査 ( 数字は％、上段：小学校、下段：中学校 )　※全国平均よりも高い数値に網掛けしています

　

②
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査

　

規
範
意
識
を
も
ち
、
将
来
の
夢
や
希
望

の
実
現
に
向
け
て
、
他
者
と
よ
り
良
い
人

間
関
係
を
築
き
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
力
の
育
成
に
関
わ
る
項
目
を
抽
出

４
．
考　

察

　

①
教
科
に
関
す
る
調
査

【
小
学
校
】

◎
算
数
で
全
国
・
全
道
の
平
均
を
や
や
上

回
る
も
し
く
は
、
上
回
っ
て
い
る
。

【
中
学
校
】

◎
国
語
と
数
学
で
全
国
・
全
道
の
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
。

◎
３
年
ほ
ど
前
か
ら
向
上
傾
向
が
見
ら
れ

る
。

②
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査

【
家
庭
で
の
生
活
・
学
習
に
つ
い
て
】

◎
基
本
的
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
お

り
、
落
ち
着
い
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

◎
読
書
が
好
き
な
児
童
生
徒
の
割
合
が
全

国
・
全
道
と
比
較
し
て
も
多
い
傾
向
が
あ

る
。

●
家
庭
学
習
の
時
間
が
少
な
い
傾
向
が
あ

る
の
で
、
家
庭
で
の
学
習
時
間
を
創
出
で

き
る
よ
う
に
今
後
一
層
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

【
学
校
で
の
生
活
・
学
習
に
つ
い
て
】

◎
意
見
の
発
表
や
話
合
い
の
機
会
を
工
夫

す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
。

●
中
富
良
野
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校

生
活
に
喜
び
を
感
じ
、
学
習
に
ス
ポ
ー
ツ

に
目
標
を
も
っ
て
友
達
と
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
、
よ
り
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る

場
と
な
る
よ
う
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

【
関
心
・
意
欲
・
態
度
等
に
つ
い
て
】

◎
こ
れ
ま
で
の
小
中
で
の
連
携
し
た
取
組

や
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た
取
組
を
と
お

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
有
用
感
の
育

成
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

●
中
富
良
野
町
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く

は
、
い
じ
め
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

い
け
な
い
こ
と
だ
と
い
う
認
識
を
し
っ
か

り
と
も
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
、
い
じ
め
防
止
に
努

め
る
。

５
．
今
後
の
取
組

【
教
科
に
つ
い
て
】

◎
今
後
と
も
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実

を
図
り
、
基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
に
向

け
た
取
組
の
継
続
に
努
め
る
。

【
家
庭
で
の
生
活
・
学
習
に
つ
い
て
】

◎
確
か
な
学
力
、
基
本
的
生
活
習
慣
が
ほ

ぼ
身
に
付
い
て
い
る
が
、
個
人
差
も
あ
る
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
児
童
の
実
態
と
指

導
の
共
有
化
を
図
り
連
携
し
継
続
し
た
指

導
に
努
め
る
。

【
学
校
で
の
生
活
・
学
習
に
つ
い
て
】

◎
今
後
と
も
、
意
見
の
発
表
や
話
合
い
の

機
会
を
工
夫
す
る
な
ど
の
取
組
を
行
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努

め
る
。

●
中
富
良
野
町
は
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
つ
に
な
り
子
育
て
に
大
変
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
学
校
が
安
心
し
て
、
よ
り
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
場
と
な
る
よ
う

に
、
安
全
指
導
や
他
者
と
よ
り
良
い
人
間

関
係
を
築
く
指
導
の
一
層
の
充
実
に
努
め

る
。

【
関
心
・
意
欲
・
態
度
等
に
つ
い
て
】

◎
中
富
良
野
町
の
子
ど
も
た
ち
は
将
来
の

夢
や
希
望
を
抱
き
、
社
会
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
高
い
。
そ
の
実
現
に
向

け
て
、
引
き
続
き
小
中
で
の
連
携
し
た
取

組
や
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た
取
組
の
継

続
に
努
め
る
。

●
今
後
と
も
「
い
じ
め
は
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と
だ
。
」
と
い
う

こ
と
を
道
徳
教
育
の
充
実
と
と
も
に
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
指
導
を
継

続
し
て
い
く
。

質問事項
全国

平均

全道

平均

中富

平均

朝食を毎日食べてい
る。

95.3 94.0 100.0

93.1 92.4 100.0

毎日、同じくらいの
時刻に起きている。

91.6 90.8 89.7

92.8 92.9 100.0

家で自分で計画を立
てて勉強している。

71.5 71.3 74.3

50.4 49.2 51.1

今住んでいる地域の
行事に参加している。

68.0 62.2 74.4

50.6 44.8 65.2

質問事項
全国

平均

全道

平均

中富

平均

授業では、課題の解決に
向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいる。

77.7 76.2 79.5

74.8 71.9 93.0

授業で、自分の考えを発
表する機会では、自分の
考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組立て
などを工夫して発表して
いる。

62.5 60.3 69.2

55.8 53.1 76.7

学校の決まり（規則）を
守っている。

92.3 91.4 97.4

96.2 95.7 97.7

質問事項
全国

平均

全道

平均

中富

平均

将来の夢や目標を
持っている。

83.8 82.0 89.8

70.5 70.6 60.4

自分には、良いと
ころがあると思う。

81.2 78.9 79.5

74.1 73.4 90.7

人の役に立つ人間
になりたいと思う。

95.2 94.7 100.0

94.3 94.0 97.6

いじめはどんな理
由があってもいけ
ないことだと思う。

97.1 97.1 92.3

95.1 94.7 97.7

【家庭での生活・学習について】 【学校での生活・学習について】 【関心・意欲・態度等について】
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介護保険制度を利用した

住宅改修費の
支給について

　住み慣れた自宅で安心して暮らすために、介護保険では要

介護（要支援）の認定を受けた方を対象に小規模な住宅改修

費用を支給します。

　住宅改修をするときは専門的な知識が必要です。改修事業

者と契約する前に必ずケアマネジャー等に相談してください。

●対象となる住宅改修

  １．廊下や階段、浴室やトイレなどへの手すり設置

  ２．段差解消のためのスロープ等の設置

  ３．滑り防止などのための床または通路面の材料の変更

  ４．引き戸などへの扉の取替

  ５．和式便器から洋式便器などへの取替

  ６．その他、各改修に付帯して必要な改修

●改修費用

  介護保険では１人当たり２０万円を限度額として、改修

費用の９割（一定以上所得者の方は８割もしくは７割）を

支給します。自己負担は、１割～３割です。

　また、本町では独自で介護保険を利用して住宅改修を

行った方に上乗せ補助（介護保険と併せて合計４０万円）

を行っています。

●留意事項

・転居した場合や要介護状態区分が３段階以上上がった場合は、１回に限り改めて限度額までの住宅改修

費の支給を受けることができます。

・事前申請がなく、先に改修をしてしまった場合は、支給の対象となりません。

・住宅改修中に在宅の被保険者が死亡した場合は、死亡時まで完成している部分が支給の対象となります。

・入院中の被保険者が死亡または退院の見込みがつかない場合は、支給の対象となりません。

■問い合わせ　福祉課介護福祉係（なかまーる１階）　☎４４－２１２５

①住宅改修についてケアマネジャー等に相談

 改修前に審査を受ける事前申請が必要です。

住宅改修をする際は、あらかじめ福祉課介護

福祉係に事前確認書を提出してください。

住宅改修費利用の手順

②住宅改修費支給の事前申請書の提出

③施工・完成

④住宅改修費の支給申請

⑤住宅改修費の支給 

▼

▼

▼

▼

　中富良野の生き物のＰＲ活動をしています、地

域おこし協力隊の田中です。中富良野森林公園

を主なフィールドとして中富良野町の生き物た

ちを調査し、紹介するガイドブックを作成するこ

とが主な活動となっています。現在は、ガイド

ブック『中富良野森林公園のいきもの　秋・冬編』

に加え、『中富良野森林公園のいきもの　春・夏

編』の編集を終え、ガイドブック作成の作業は

一段落しました。内容はなかふらの観光協会ホー

ムページ内で公開しています。

　その他の活動としては、富良野市博物館にご協

力いただきながら骨格標本の作成や、各所よりご

依頼の際は生き物についての簡単な講義などを

しています。また、ガイドブック作成に必要な生

き物たちの写真

撮影も行ってお

り、 ６ ０ 種 を 超

える鳥類やキタ

キツネ・エゾリス、

昆虫類など数千枚の写真データがありますので、

写真の使用や講義の依頼、また骨格標本の貸し

出しなど、ご用の際はお気軽にお声かけくださ

い。浅学非才な身ではありますが、中富良野町

の生き物を「知りたい・楽しみたい」という方々

を全力でサポートさせていただきたいと思って

おります。

　今後とも地域おこし協力隊、田中をよろしく

お願いします。（田中）

地域を変える新たな力 vol.28

地域おこし協力隊活動報告
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〇議案第１号　令和元年度富良野広域連合
　一般会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ３，７９４千円を追加
　《主な歳入補正》
　・市町村負担金　
　・寄附金　　　　
　・繰越金　　　　
　・消防債　　　
　・農林債　　　
　・消防費国庫補助金　
　《主な歳出補正》
　・畜産業費（職員管理費）　　　　　
　・消防本部費（職員管理費等）　　　
　・上富良野消防署費（職員管理費等）
　・中富良野支署費（職員管理費等）　
　・占冠支署費（職員管理費等）　　　
　・上富良野消防団費（消防団費）
　・占冠消防団費（消防団費等）　　　
　・占冠施設費（施設管理経費）　　　
　・富良野学校給食センター費（管理運営費）　
　・上富良野学校給食センター費（管理運営費）
　・農業用施設災害復旧費（災害復旧費）　

富 良 野 広 域 連 合 議 会 定 例 会 報 告
令和元年富良野広域連合議会第２回定例会が、１０月２１日に開催されました。
本定例会では、補正予算案１件、人事案２件、認定１件（平成３０年度一般会計決算認定）、報告

１件が提案され、原案通り可決・認定されたほか、欠員となっていた常任委員会委員が補充選任さ
れました。

任期満了に伴う教育委員会委員には、中野守氏（中富良野町教育委員会委員）が再任されました。

〇議案第２号　富良野広域連合教育委員会委員
　の任命について
　中野守氏（中富良野町教育委員会委員）の任　
　命に同意

○議案第３号　富良野広域連合監査委員の選任
　について
　議会選出監査委員の選任　金子益三（上富良
　野町）新任

〇認定第１号　平成３０年度富良野広域連合一
　般会計歳入歳出決算の認定について

〇報告第１号　専決処分報告（廃棄物処理条例
　の一部改正について）

※その他会議に付した案件
○監査委員報告　
　例月出納検査結果報告（平成３０年度１月分
　～５月分、平成３１年度４月分～８月分）
○平成３０年度富良野広域連合教育行政評価報
　告
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歯周疾患検診を受けていますか？

歯周病は、歯と歯ぐきの間の溝に起こる細菌による感染症。

歯ぐきの腫れや出血があり、歯を支える骨を壊す病気です。

今年度の対象者の皆様に無料受診券を配布して

います

・40 歳 (1979.4.2 ～ 1980.4.1 生 )

・50 歳 (1969.4.2 ～ 1970.4.1 生 )

・60 歳 (1959.4.2 ～ 1960.4.1 生 )

・70 歳 (1949.4.2 ～ 1950.4.1 生 )

・妊娠された方

受診出来る場所は

◎なかふこだま歯科クリニック

◎中富良野歯科診療所

　　　　　　　　　の 2 ヶ所です。

◎歯周病は糖尿病の合併症の一つ
　
　歯周病になると、炎症反応を起こしインスリンの働きを妨げる物質を出します。

　インスリンは血糖値を下げますが、その働きが妨げられると血糖値が下がらず

高血糖状態になります。高血糖が続いた状態を糖尿病といいます。

　また糖尿病になると抵抗力が弱まり歯周病原菌に感染しやすくなります。そう

なると歯周病は悪化して、炎症反応がひどくなります。負のスパイラルを放って

おいてはいけません。

■問い合わせ　福祉課保健指導係（なかまーる１階）　☎４４－２１２５

  税務住民課国保住民係　☎４４－２１２４ 

歯周病

歯周病原菌に
感染しやすい

抵抗力が
弱くなる 糖尿病 血糖値上昇

炎症反応

血糖を下げる
働きが低下

→

→ →
→

→
→

→
　喫煙者、肥満者、高齢者は歯周病の罹患率が高くなります。

　歯周病は、口臭、歯のぐらつき、歯を失う原因になり、さらに心臓疾患、呼吸器疾患や低体重

児出産の誘因の可能性があります。
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マイナンバーカードの

申請後について

㉄マイナンバー総合フリーダイヤル　☎ 0120 － 95 － 0178 / 税務住民課国保住民係　☎ 44 － 2124

申請の際には電子証明書の有無、

点字の記載を希望できます

　電子証明書には署名用電子証明書（１５歳以上のみ

申請可能）と利用者用電子証明書の２種類あります。

　希望する場合は設問が「希望しない」になっている

のでチェックをしないでください。点字を希望する場

合は「希望する」にチェックをしてください。

　なお、電子証明は下記のことに利用できます。

・署名用電子証明書では e-Tax というインターネット

で確定申告ができるサイトを利用できます。　

・利用者用電子証明書は令和３年３月から健康保険証

として利用可能予定です。※健康保険証として利用す

る際に必要になります。

●郵便による申請方法　※写真（縦

４５㎜×横３５㎜）と封筒が必要にな

ります。

●スマートフォンによる申請方法

●パソコンによる申請方法　

●証明写真機（対応機体のみ）からの

申請方法（富良野市に１台あります）

　※マイナンバーカードを申請するに

は通知カード下部の申請書が必要にな

ります。

　申請書がお手もとになくマイナン

バーカードを申請される方は下記まで

お問い合わせください。

マイナンバーカードの申請

方法は４通りあります

マイナンバーカードの申請方法

第 2 回　マイナンバー通信

　マイナンバーカードの申請から交

付までは約１か月かかります。マイナ

ンバーカードの用意ができましたら、

町から「個人番号カード交付通知書」

をご本人宛に郵送いたします。「個人

番号カード交付通知書」に記載されて

いる必要書類をお持ちいただいて、役

場で交付となります。

　※電子証明書の発行を希望された

方には交付の際に暗証番号を決めて

いただきます。
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  除 排 雪 作 業 に ご 協 力 く だ さ い

　今年も本格的な冬が到来しました。皆さんの冬の生活が少しでも快適になるよう、除排雪作業に万全

の体制を整えていますが、作業が安全・迅速・効果的に行われるようご協力をお願いします。

◎除雪路線の優先度

　降雪時などは深夜にパトロールを行い、午前４時よ

り除雪を行っていますが、降雪が続くときにはスクー

ルバス路線などを優先して除雪するため、他路線の除

雪が終了するまでに時間がかかる場合もありますので、

ご理解とご協力をお願いします。大雪などのときは、

通勤や通学に支障がないよう１車線だけの除雪で通行

可能な状態を確保し、その後、再度戻って除雪作業を

繰り返します。

　夜間（午後７時から翌日午前４時）の除雪作業は行

いません。また、吹雪の日は視界不良などの悪条件も

あり、事故防止のため吹雪が収まってから除雪を行っ

ていますので、ご理解とご協力をお願いします。

◎ご協力をお願いします

■自宅など敷地内の雪は各自で処理を

　自宅やアパート、店舗、事業所、駐車場など敷地内

の雪は歩道や車道に出さずに自分で排雪するようお願

いします。なお、排雪場所は、町指定雪捨場へ排出す

るようご協力をお願いします。

■路上駐車は止めましょう

　路上駐車は除排雪作業の最大の障害です。たった１

台のために除排雪車両が通れなく、その先の作業がで

きないことがあります。路上駐車は地域全体で「しな

い・させない」よう、ご協力をお願いします。

■玄関前に残った雪処理にご協力を

　除雪の際に、車庫や玄関前には雪を押しつけること

のないよう注意をしていますが、残された雪があった

場合には、再び道路に出さないで処理にご協力くださ

い。

■除排雪車両には近づかないで

　走行中はもちろん、作業中も危険ですので、除排雪

車両には絶対に近づかないでください。

◆上図の箇所に雪を捨ててください。

　会社や工事等で使用するときは、雪捨

場が異なりますので、必ず産業建設課維

持管理車両係に連絡してください。

■問い合わせ　産業建設課維持管理車両係

　☎４４－２１２３
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ふるさと納税いただきました （令和元年１０月1日から令和元年１０月 3１日まで）

多くの方からご寄付いただきました。ご厚志にお礼申し上げます。

●保健・医療の充実（27 件 46 万 5 千円）

後藤 健太郎様（栃木県）他

●福祉・子育ての充実（53 件 91 万 5 千円）

川西 康介様（千葉県）、中澤 麻祐子様（京都府）、

長島 安奈様（東京都）、細田 進様（宮城県）、前

原 純一郎様（千葉県）他

●産業の振興（37 件 58 万 5 千円）

岡崎 恵子様（静岡県）、重富 陽介様（長崎県）、比

嘉 誉乃様（沖縄県）他

●教育・文化・スポーツの推進（7 件 12 万円）

●自然環境・交通体系の整備（33 件 60 万円）

堀 直久様（神奈川県）、横地 真理様（愛知県）他

●町長が必要と認める事業（59 件 156 万 5 千円）

佐伯 弘子様（東京都）、天野 太郎様（大阪府）、

菊地 稔様（北海道）、竹重 充夫様（北海道）他

  児 童 館 ス ナ ッ プ 写 真 だ よ り

　今年も盛大に児童館の「ハロウィン」が行われ、来

館した児童たちは早速、人気キャラクターやラグビー

日本代表チームのユニフォームなど、様々な衣装をま

とって大喜び。その後、集合写真の撮影や２つのゲー

ムでも盛り上がり、館内に歓声が飛び交っていました。

　今年は児童館から出て、仮装姿で「なかまーる」の

教育委員会と福祉課を訪問し、職員の皆さんから温か

いお言葉とお菓子をいただきました。

　この行事にご協力いただいた皆さんに、心から感謝

申し上げます。

１０月２４日 ハロウィンをたのしもう

　特別活動「紙粘土で作品を作ろう」が、児童館のプレイ

ルームで行われました。

　白い紙粘土を配られた児童たちは、動物やアニメのキャ

ラクターなど、自分の望む形を目指して一生懸命取り組ん

でいました。作品はその後乾燥させ、色つけをしたり、つ

や出しのニスを塗って完成させました。

　児童館では、２年に一度、町の文化祭に児童たちの作品

を出品しており、真剣に取り組んでいた児童の姿が想像で

きる力作も展示されました。

９月１９日 紙粘土で作品を作ろう
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地
方
法
人
会
長
賞 

中
富
小
６
年　

佐
々
木　

蒼　

生　

さ
ん

富
良
野
地
方
間
税
会
長
賞 

中
富
小
３
年　

本　

田　
　
　

空　

さ
ん

優
秀
賞 

宇
文
小
１
年　

渡　

邊　

杜　

碧　

さ
ん

優
秀
賞 

西
中
小
２
年　

山　

本　

佑　

輔　

さ
ん

優
秀
賞 

中
富
中
１
年　

坪　

川　

く
る
み　

さ
ん

優
良
賞
（
１４
点
） 

中
富
小
３
年　

石　

山　

大　

凱　

さ
ん

旭
中
小
３
年　

堀　

口　

乃　

愛　

さ
ん

旭
中
小
４
年　

大　

石　

登　

矢　

さ
ん

西
中
小
４
年　

田　

井　

萌
乃
香　

さ
ん

中
富
小
５
年　

浅　

田　

結　

衣　

さ
ん

旭
中
小
５
年　

北　

嶋　

花　

帆　

さ
ん

西
中
小
５
年　

細　

木　

麻　

央　

さ
ん

中
富
小
６
年　

小　

池　

奏　

来　

さ
ん

旭
中
小
６
年　

加　

茂　

倖　

大　

さ
ん

宇
文
小
６
年　

渡　

邊　

粋　

都　

さ
ん

西
中
小
６
年　

宮　

澤　
　
　

杏　

さ
ん

中
富
中
１
年　

荒　

崎　

莉　

夢　

さ
ん

中
富
中
１
年　

木　

下　

柚　

愛　

さ
ん

中
富
中
１
年　

藤　

澤　

美　

南　

さ
ん

　
　

  
税
を
考
え
る
週
間

　

選
挙
管
理
委
員
会
・
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
で
は
、
投
票
率
の
向
上
、
明
る
い
選
挙

の
推
進
の
た
め
に
小
学
生
５
・
６
年
生
を
対

象
に
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
５４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
を
決

定
し
賞
状
及
び
副
賞
を
贈
呈
い
た
し
ま
し

た
。
応
募
作
品
は
今
後
の
選
挙
啓
発
活
動
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
（
１
点
）

「
と
ど
け
よ
う
あ
な
た
の
思
い
一
票
で
」　
　
　
　
　
　
　

中
富
小
６
年　

佐　

藤　

陽　

晴　

さ
ん　
　

優
秀
賞
（
９
点
）

「
選
挙
で
ね
み
ん
な
の
未
来
を
決
め
る
ん
だ
」　
　
　
　
　

旭
中
小
５
年　

坂　

本　
　
　

亮　

さ
ん　
　
　
　

「
選
挙
に
は
未
来
を
変
え
る
力
あ
り
」　
　
　
　
　
　
　
　

旭
中
小
６
年　

谷　

崎　

冬　

真　

さ
ん

「
大
切
な
選
挙
に
行
こ
う
よ
み
ん
な
で
ね
！
」

宇
文
小
５
年　

渡　

邊　

陽　

有　

さ
ん

「
あ
な
た
の
一
票
に
み
ん
な
の
願
い
が
か

か
っ
て
い
る
」

宇
文
小
６
年　

柿　

本　

勇　

輝　

さ
ん　

「
選
挙
に
行
こ
う
み
ん
な
の
世
界
を
変
え
る

た
め
に
」

西
中
小
５
年　

阿　

部　

暁　

人　

さ
ん

「
自
分
の
た
め
み
ん
な
の
た
め
に
も
選
挙
に

行
こ
う
」

西
中
小
６
年　

宮　

澤　
　
　

杏　

さ
ん

「
一
人
一
人
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
投
票
を
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
富
小
６
年　

小　

池　

奏　

来　

さ
ん　

「
み
な
さ
ん
の
未
来
が
変
わ
る
そ
の
一
票
」

中
富
小
６
年　

中　

村　

愛　

来　

さ
ん　

「
そ
の
一
票
が
未
来
の
国
づ
く
り
の
か
ぎ
と

な
る
！
」　
　

中
富
小
６
年　

向　

井　

望　

天　

さ
ん　
　

  

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
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募　集 町職員 (看護師・正職員 )

◆職種・要件　看護職　若干名

　　　　　　次の要件をすべて満たしている方

　　　　　　①臨床経験３年以上の看護師免許取得者　②心身ともに健康で概ね 35 歳までの方

◆勤務場所　特別養護老人ホームこぶし苑・国民健康保険中富良野町立病院

◆受付期間　1 ２月２７日 ( 金 ) までに市販の履歴書に写真を貼り、担当まで提出してください。

■問い合わせ　総務課庶務情報係　☎ 44-2122

職 員 募 集
　下記の職員を募集します。

　詳しくは各担当へお問い合わせください。

募　集 こぶし苑職員 (介護士・臨時 )

◆職種・要件　介護職　若干名

◆勤務場所　特別養護老人ホームこぶし苑

◆給　　与　〇介護福祉士  1,050 円 /h　〇ヘルパー 2 級・初任者研修 980 円 /h　〇無資格 950 円 /h

◆そ の 他　早番・遅番・夜間勤務あり。経験の有無は問いません

◆受付期間　1 ２月 2 ７日 ( 金 ) までに市販の履歴書に写真を貼り、担当まで提出してください。

■問い合わせ　こぶし苑　☎ 44-2000

　「成人の日」の記念行事として、新しく社会人の仲間入り

をする二十歳の新成人の門出を祝う「町成人式」を行います。

■と　き　令和２年１月 12 日（日）

　　　　　●受付１２時３０分から　●式典１３時

■ところ　農村環境改善センター

■対象者　平成 11 年４月２日～平成 12 年４月１日生ま

　　　　　れの町内在住者及び平成２６年度中富良野中学

　　　　　校卒業生

■問い合わせ　教育委員会教育課教育係　☎４４－２２０４

町成人式

施設名 12/31
火

1/1
水

1/2
木

1/3
金

1/4
土

1/5
日

1/6
月

役場窓口・教育委員会

一般業務
通
常
開
庁
・
開
館

町立病院

町営バス運行

公民館利用

図書館

総合スポーツセンター
通
常
開
館

郷土館・児童館

農産物処理加工施設

福祉浴場

ごみ収集・処理場 ごみ収集カレンダーのとおり

年末年始のご案内 は休業日です
リサイクルのようす（令和元年１０月分）

ごみ処理の内訳（乾電池、衣類を除く）

１０月 ９月 増減

家庭から出された量 90.15 t 94.81 t ↓ 4.66 t

資源化された量 39.80 t 40.75 t ↓ 0.95 t

埋立等された量 50.35 t 54.06 t ↓ 3.71 t

リサイクル率 44.15％ 42.98％ ↑ 1.17％

１日あたり家庭から出たごみの量

１０月 ９月 増減

１世帯１日あたり 1,333 ｇ 1,444 ｇ ↓ 111 ｇ

１人１日あたり 586 ｇ 636 ｇ ↓ 50 ｇ
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友
だ
ち
が
き
ら
い
な
物
を
の
こ
さ
ず
た
べ
て
い
て
す
ご
い
ね　

旭
中
小
児
童

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
中
学
生
が
き
た
の
が
楽
し
か
っ
た　
　

宇
文
小
児
童

　
　

自
動
車
運
転
免
許
更
新
時
講
習
会
が
左

記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

警
察
署
で
更
新
手
続
き
を
済
ま
せ
、
免

許
証
の
裏
面
に
「
優
良
」
の
ス
タ
ン
プ
を

押
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。
優
良
講
習

（
30
分
）
の
み
で
す
。
免
許
証
と
筆
記
用

具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
視
聴
覚
室
）

優
良 

１２
月
２０
日(

金)

18
時
～
18
時
30
分

㉄
総
務
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
44-

２
１
２
２

※
そ
の
他
の
講
習
に
つ
い
て
は
、
旭
川

運
転
免
許
試
験
場
（
☎
０
１
６
６-

51-

２
４
８
９
）、
ま
た
は
富
良
野
警
察
署
（
☎

22-

０
１
１
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

健
康
問
題
等
に
絡
む
心
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
方
の
相
談
支
援
を
、
精
神
科
医
師

が
応
じ
ま
す
。

日
時　

１２
月
１８
日
（
水
）・
１
月
８
日
（
水
）

　
　
　

14
時
～
15
時

◆
思
春
期
相
談

　

中
高
生
等
思
春
期
に
あ
る
人
、
思
春
期

の
子
ど
も
の
親
が
抱
え
る
悩
み
な
ど
の
相

談
に
精
神
科
医
師
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

１２
月
１８
日
（
水
）・
１
月
８
日
（
水
）

　
　
　

14
時
～
15
時

◆
女
性
の
健
康
相
談

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
や
、
更
年
期
の

悩
み
な
ど
女
性
の
健
康
上
の
相
談
に
保
健

師
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

１２
月
１１
日
（
水
）
10
時
～
16
時

◆ 

肝
炎
・ 

H
T
L
V
1
検
査
、
骨
髄
バ
ン
ク

日
時　

１２
月
１９
日
（
木
）
①
11
時
②
14
時

【
各
共
通
場
所
】
富
良
野
保
健
所

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

㉄
富
良
野
保
健
所　

☎
23-

３
１
６
１

　

町
営
住
宅
等
へ
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
12
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
産
業
建
設

課
建
築
土
木
住
宅
係
窓
口
ま
で
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
込
書
に
添
付

す
る
書
類
、
入
居
要
件
な
ど
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

申
込
者
が
複
数
い
る
場
合
は
、
入
居
者
選

考
委
員
会
を
開
催
し
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
空
き
家
状
況
は
、
窓
口
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
町
営
住
宅
等
の
空
家
状
況
に
つ
い

て
）
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

㉄
産
業
建
設
課
建
築
土
木
住
宅
係

☎
44-

２
１
２
３

　

銀
嶺
大
学
の
公
開
講
座
は
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　

１２
月
１2
日
（
木
）
９
時
１５
分
か
ら

内
容　

介
護
予
防
と
運
動

講
師　

福
祉
課
職
員　

㉄
教
育
課
教
育
係　

☎
４４-

２
２
０
４

　　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
管
理
棟
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方

を
公
募
し
ま
す
。

◆
施
設
名　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
管
理
棟

（
宮
町
２
番
１
号
）
２
１
７
．
０
５
８
㎡

◆
使
用
可
能
予
定
部
分　

・
１
Ｆ
（
ホ
ー
ル
・
ト
イ
レ
）

・
２
Ｆ
（
ホ
ー
ル
、
ト
イ
レ
、
管
理
人
室
、

休
憩
室
、
給
湯
室
、
物
品
庫
）

◆
使
用
期
間　

使
用
許
可
日
～
令
和
３
年

３
月
３１
日

◆
使
用
対
象
者　

町
内
在
住
者

◆
申
込
期
限　

１２
月
２７
日
（
金
）

◆
申
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
産
業
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
申
込
書
は
産
業
建
設
課
に
て
配
布
し

て
い
ま
す
。

◆
使
用
許
可　

申
請
内
容
及
び
申
込
件
数

等
を
勘
案
し
、
許
可
の
決
定
を
し
ま
す
。

㉄
産
業
建
設
課
産
業
係　

☎
44-

２
１
２
３

　

消
費
生
活
に
関
わ
る
巡
回
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
不
審
な
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
が
届

く
、
電
気
・
光
電
話
等
の
事
業
者
変
更
時

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時　

１２
月
１７
日
（
火
）　

10
時
～
１５
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
か
ま
ー
る　

　
　
　

相
談
室
３

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
消
費
生
活

相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

㉄
産
業
建
設
課
産
業
係 

☎
44-

２
１
２
３　

　

か
み
か
わ
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
で

は
、
上
川
総
合
振
興
局
の
委
託
を
受
け
、

生
活
や
仕
事
な
ど
で
お
困
り
の
方
を
対
象

に
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。　
　

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
生
活
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自
動
車
運
転
免
許
更
新
時

講
習
会
（
優
良
講
習
）

保
健
所
各
相
談
・
検
査
案
内

町
営
住
宅
等
の
入
居
申
し

込
み
に
つ
い
て

銀
嶺
大
学
公
開
講
座

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
管
理
棟

の
使
用
希
望
に
つ
い
て

生
活
・
仕
事
相
談
会

消
費
生
活
巡
回
相
談
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事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
開
催
日
の
前

日
１５
時
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１２
月
１８
日
（
水
）
９
時
３０
分
～
１０

時
２０
分
、
１０
時
３０
分
～
１１
時
２０
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
か
ま
ー
る

㉄
か
み
か
わ
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
６
６-

３８-

８
８
０
０

FAX
０
１
６
６-

３３-

０
０
２
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

a
n
s
h
i
n
@
k
a
m
i
k
a
w
a
1
9
.
h
o
k
k
a
i
d
o
.
j
p

　

 

  　

富
良
野
緑
峰
高
等
学
校
農
業
特
別
専
攻

科
で
は
、
自
家
の
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
、

専
門
的
知
識
と
技
術
を
学
び
た
い
方
を
募

集
し
ま
す
。
入
学
願
書
な
ど
は
直
接
富
良

野
緑
峰
高
等
学
校
へ
請
求
く
だ
さ
い
。

◆
修
業
年
数　

２
年
間　
　
　

◆
募
集
人
員　

20
人
（
男
女
共
学
）

◆
受
付
期
間　

令
和
２
年
1
月
7
日
（
火
）

９
時
か
ら
１
月
20
日
（
月
）
１２
時
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
除
く
）

◆
受
験
日
　
　
令
和
２
年
２
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

９
時

◆
受
験
会
場
　
富
良
野
緑
峰
高
等
学
校

◆
受
験
内
容
　
作
文
（
８
０
０
字
程
度
）、

　
　
　
　
　
　

面
接

◆
合
格
発
表
　
令
和
２
年
2
月
１２
日
（
水
）

※
合
格
者
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

㉄
富
良
野
緑
峰
高
等
学
校
農
業
特
別
専
攻
科

☎
22-

２
５
９
４

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の
年
金
の
情
報
を
確

認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
で
は
、
一
部
利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。

①
最
新
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
ま
す

②
受
け
取
る
年
金
の
見
込
額
を
試
算
で
き

ま
す

③
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲
覧

④
郵
送
さ
れ
る
各
種
通
知
書
の
確
認
や
再

交
付
申
請
な
ど

　

詳

し

く

は

ね

ん

き

ん

ネ

ッ

ト

（h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.n
e
n

k
in

.g
o

.jp
/
n

_

n
e
t/

）
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

㉄
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
専
用
番
号　

☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

　

旭
川
年
金
事
務
所
で
は
毎
月
１
回
「
年

金
相
談
所
」
を
開
設
し
、
厚
生
年
金
・
国

民
年
金
の
請
求
手
続
き
な
ど
の
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

１２
月
１２
日
（
木
）、
令
和
２
年
１

月
９
日
（
木
）　

１０
時
～
１６
時
３０
分

場
所　

富
良
野
市
役
所

㉄
旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室　

☎
０
１
６
６-

７２-

５
０
０
４

　

２
月
１
日
に
「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
」
が
全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実

態
を
把
握
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
農
林
業
施

策
の
企
画
・
立
案
・
推
進
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
５
年
ご
と

に
行
う
調
査
で
す
。

　

各
地
区
の
調
査
員
が
農
林
業
関
係
者
の

方
に
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
に
伺
い
ま

す
。
調
査
内
容
は
統
計
以
外
の
目
的
に
は

使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

㉄
総
務
課
広
報
係　

☎
44-

２
１
２
２

令
和
２
年
度
富
良
野
緑
峰
高
等
学
校

農
業
特
別
専
攻
科
生
徒
募
集

年
金
記
録
や
年
金
見
込
額
を

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
確
認

年
金
事
務
所
の
お
知
ら
せ

２
０
２
０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す

ち
る
ど
れ
ん
No.284

そ
れ
い
け
！

好奇心旺盛なヤンチャ坊主！！

でもまだまだママにべったりの

甘えん坊です。お姉ちゃん２人

のことも大好き！

小岩　優
ゆうせい

征 ちゃん（弘北官舎）

中富良野に来て半年、子育てす

るにはとても良い環境ですね。

勘田　結
ゆう

 ちゃん（弘北官舎）

いつも笑顔で元気な結翔。小さくても

車や電車で男の子らしいあそびが好
きです。もっともっとヤンチャになる
のかな？今まで通りモリモリ食べて、
優しくてステキな男の子になってね。

菊川　結
ゆうと

翔 ちゃん（　辰）
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　雄大な自然に囲まれたトマム

のゲレンデでは、初心者から上

級者まで、最高の雪質をお楽し

みいただけます。また、霧氷テ

ラスでは 12 月 1 日～ 25 日

までの期間限定で夜のライトア

ップを実施します。霧氷がライ

トに照らされてきらきらと輝く

景色を、ぜひお楽しみください。

㉄星野リゾート　トマム
☎ 58-1111

　初心者向けの「ちびっ子ゲレ

ンデ」や、上級者向けの「非圧

雪コース」などがあり、子ども

から大人まで、思いっきりスキ

ーやスノーボードを楽しめま

す。詳しくは富良野スキー場の

ホームページをご覧ください。

・富良野ゾーン　

  １１月２３日 ( 土 ) オープン予定

・北の峰ゾーン　

  １２月上旬オープン予定

㉄富良野スキー場   ☎ 22-1111
  
広域タウン情報

　   花人街道２３７
【今月のテーマ】

冬のプレイスポット

❖南富良野町❖
国設南ふらのスキー場

　フラノ・トマム・サホロとい

った有名なリゾートスキー場に

囲まれている中で、雪質・設備

とも劣らず、町営だからできる

低料金が魅力的！

　初級者から上級者まで楽しめ

ますので、ぜひお越しください。

１２月２１日（土）オープン予定

㉄南富良野町役場企画課
　商工観光係　☎ 52-2115

❖上富良野町❖

第３３回北の大文字

　新年の幕開けを祝う上富良野

町の一大イベント。ステージイ

ベント、打ち上げ花火のほか、

ココアの無料配布などを行う予

定です。暖かい服装で、ぜひお

越しください。

■とき　１２月３１日（火）
                 ２３時３０分から
■場所　上富良野町日の出公園
㉄上富良野町商工会　
☎ 45-2191

❖占冠村❖
星野リゾート　

トマム スキー場

❖富良野市❖
富良野スキー場

仲
世
古
翁
「
あ
さ
ひ
郷
」

の
長
四
半
世
紀
福
祉
・
人

づ
く
り
に
情
愛
あ
ふ
る
る 

池　

田　

勝　

堂

文
化
祭
今
年
も
二
点
出
展

は
友
の
情
け
で
い
つ
ま
で

つ
づ
く
や和　

田　

英　

一

　

子
や
孫
の
情
け
受
け
つ
つ

老
い
姿
保
ち
て
ゆ
く
や
令

和
の
御
代
へ　

池　

田　

千　

代

ラ
グ
ビ
ー
の
肉
食
男
子
応

援
す
肉
弾
高
速
情
熱
を
羨

む　

大　

塚　
　
　

都

華
や
か
に
図
書
館
ま
つ
り

終
は
り
け
り
才
知
に
溢
る

心
情
の
作
よ　

中　

嶋　

美　

由

国
難
か
首
里
城
焼
失
列
島

の
豪
雨
禍
災
難
同
情
の
念　

宮　

下　

郁　

雄

焼
け
落
ち
た
世
界
遺
産
の

首
里
城
は
画
像
に
映
る
無

残
な
情
景 

 三　

枝　

幸　

三

　

農
の
町
花
美
し
き
中
富
良

野
音
楽
加
は
り
情
趣
豊
か

に　

矢　

嶋　

弘　

子

晴
天
の
陽
光
大
き
く
黄
金

な
み
農
民
の
心
情
快
適
な

り
ぬ　

大　

槻　

禮　

子

世
の
事
件
親
子
の
情
は
う

す
れ
き
て
夕
日
眺
め
つ
た

め
息
を
つ
く 

石　

神　

卓　

世

 

文
芸
の
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　

  　
　

短
歌
（
兼
題
・
情
）
潮
音
会  　
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人口 4,959 人（男 2,360 人・女 2,599 人）　

世帯 2,182 戸

 ※令和元年 10 月末現在

(令和元年10月16日～令和元年11月14日)

ストップ ・ ザ ・ 交通事故

めざせ安全で安心な北海道

な く そ う 交 通 事 故
（10 月の町内事故件数）

件数　　  1件　　（前年比ー 1件）

死者数　  0件　　（前年比± 0件）

傷者数 　 3件　　（前年比ー 1件）

物損事故  8件    （前年比＋ 2件）

死亡事故ゼロ日数　　　　1,409 日

※令和元年 10 月末現在

こ ん に ち は 赤 ち ゃ ん

ひとのうごき

        あかちゃん   　　. 区　会    おとうさん・おかあさん 

　松　田 　　岳
がく

 南寿団地 和大・千恵美　

 （R1.10.19）

  高　田 ほのか  ５町内  勇作・恵理　

 （R1.10.31）

ご冥福をお祈りいたします
　

　髙　木　義　一 １０２歳　　宇文４

　盛　永　元　子 　８１歳　　旭中北

　齋　藤　清　一 　８８歳　　共同２

　尾　井　よ　し １０４歳　　宇文７

　安　井　　　功 　９９歳　　報　徳

　丸　山　　　民 　８８歳　　１町内

　梶　原　まつえ 　９２歳　　寿団地

　   お　な　ま　え　   　　. と し 　　　  区　会　　

広報からのお願い
　各行事等では広報の取材・写真の

撮影をさせていただています。

　広報への掲載をご承諾いただけ

ない場合は、その場でお申し出いた

だくか担当までご連絡ください。

㉄総務課広報係　☎ 44-2122

■こぶし苑介護業務・訪問等
▪個人ボランティア（入浴後の整髪など）　     ６名様
▪中富良野町赤十字奉仕団　　　　　　　　１２名様
▪民生児童委員協議会　　　　　　　　　　　６名様
▪ボランティア登録ヘルパー　　　　　　　　５名様
■デイサービスセンターなかまーる
▪個人ボランティア（入浴後の整髪など）         ４名様

あなたの善意が地域を育みます

ご奉仕ありがとうございます

次の方々から心温まるボランティア活動がありました。
心から感謝いたします。

ご寄付ありがとうございます

次の方々から心温まるご寄付がありました。
皆さんのご厚志にお礼申し上げます。

■ ( 社 ) 中富良野町社会福祉協議会へ
一金   ５万円也　生前父がお世話になったお礼として

宇文４　　髙　木　幸　雄　様
一金   ５万円也　デイサービスセンターなかまーる
　　　　　　　　寄付金として

宇文４　　髙　木　幸　雄　様
一金　3 万円也　生前母がお世話になったお礼として

宇文 7　　尾　井　功　一　様
一金  10 万円也　生前父がお世話になったお礼として

報　徳　　安　井　誠　一　様
一金  10 万円也　生前妻がお世話になったお礼として

旭中北　　盛　永　　　巖　様
一金   ５千円也　文化祭時の売上の一部として

ふれ愛工房　代表　岡　田　さとみ　様
一金 14,926 円也　文化祭チャリティ収益金の一部として

なかふらの生活研究会　様

■こぶし苑へ（こぶし苑基金寄付金）
一金　5 万円也　　　　　宇文４　　髙　木　幸　雄　様　
一金　5 万円也　　　　　宇文７　　尾　井　功　一　様　

■中富良野町へ（地域振興基金寄付金）
一金  300 万円也　  　　  北星１　　岸　　　英　夫　様
一金      5 万円也　　　　 宇文４　　髙　木　幸　雄　様
一金      3 万円也　　　　 宇文７　　尾　井　功　一　様
一金　10 万円也               報    徳　　安　井　誠　一　様
一金　10 万円也　　　　 旭中北        盛　永　　　巖　様

　

ご結婚おめでとうございます

二重作拓郎 (福原 )・根本みのり（中札内村）  

野呂　亨儀(共同)・木村　加奈(富良野市)
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▶ラグビー W 杯での

日本代表の活躍は素晴

らしかったですね。私

もルールを勉強しなが

ら熱い試合に力が入り

ました。チームが一丸

となってのベスト８。　

次回の W 杯はもちろ

ん今回以上の成績を期

待してしまいますが、

今回の W 杯では試合

の勝敗ばかりでなく、

ラグビーという競技自

体のスポーツマン精神

を学ばせてもらいまし

た。

防災講演会開催のお知らせ
　災害について学ぶことは地域防災力の向上につながりますので、多数のご参加を
お願いします。なお、事前申込不要・入場無料です。

◆日時　１２月１６日（月）　開場１７時３０分　開演１８時
◆会場　農村環境改善センター　多目的ホール
◆講演　「十勝岳の現状や噴火に対する備えについて」（仮）
◆講師　北海道立総合研究機構地質研究所職員
◆問い合わせ　総務課まちづくり推進係　☎４４－２１２２
※天候により中止になる場合があります。中止の場合は防災無線でお知らせします。

ラベンダーの妖精

⓬ 月のまちの行事予定

●なかまーる相談室

一 : 一般健康相談
　　 9 時～ 12 時
母 : 母子健康相談
　　10 時～ 15 時

●なかまーる健康ホール

乳 : 乳児健康相談
　　　10 時 15 分～ 12 時

●開放型サロン
「なかまーる」

なかまーる健康ホール
平日 ( 月～金 )9 時～ 16 時
　　　はお休み

●町立病院

予 : 予防接種
　　 14 時～ 16 時
 ヒブワクチン、 麻しん ・ 風し
んワクチン、 肺炎球菌ワク
チン、 水痘 ( 水ぼうそう ) ワ
クチン、 おたふくかぜワクチ
ン、 四種混合ワクチン、 日
本脳炎ワクチン、 ポリオワ
クチン、 B 型肝炎ワクチン、
BCG、 ロタウイルスワクチン
投与

※予防接種を希望される方
は前日の 16 時までに福祉
課保健指導係 ( ☎ 44-2125)
までご連絡ください。

編集室から

日  曜 行　事 開放型
サロン

６ 金 13:30 ふまねっと運動教室 ( 改善センター ) AM PM

７ 土
８ 日
９ 🈷 一 AM PM

10 火 AM PM

11 水 AM PM

12 木 9:15
13:30

銀嶺大学公開講座（なかまーる）
介護相談日（なかまーる：開放型サロン）

AM PM

13 金 12 月分粗大ごみ受付最終日 AM PM

14 土
15 日
16 🈷 18:00

国民健康保険税（第６期）納期限
防災講演会 ( 改善センター ) 一母 AM PM

17 火 11:15 会食サービス ( 改善センター ) 予 AM PM

18 水 10:00 カラオケを楽しもう（なかまーる：開放型サロン） AM PM

19 木 AM PM

20 金
13:30
13:30
18:00

ふまねっと運動教室 ( 改善センター )
人権擁護相談所・行政相談所 ( なかまーる )
優良運転更新時講習（改善センター）

AM PM

21 土
22 日
23 🈷 一 AM PM

24 火 AM PM

25 水 AM PM

26 木 AM PM

27 金 広報 1 月号配布予定 AM PM

28 土
29 日
30 🈷 一 AM PM

31 火


